




福井には“弁当忘れても、傘忘れるな”という言い習わしがあります。この言葉からも分かるように、昔から福井と“雨”と“雪”には

密接な関係があり、水に恵まれた暮らしが育まれてきました。その一方で、“雨”や“雪”は時に猛威をふるい、平成16年の「福井豪雨」

や昭和38年の「三八豪雪」、昭和56年の「五六豪雪」では大きな災害が起こりました。これによって、いつしか私たちは“雨”や“雪”を

厄介者と見なし、排除するようになりました。しかし、私たちの暮らしが“雨”や“雪”によって支えられていることを忘れてはなりま

せん。よって“雨”や“雪”の大切さを再び見直し、活用方法を学ぶ場として本大会を開催いたします。

「福井豪雨」から今年で10年。この大会で“雨”と“雪”を見つめ直し、暮らしの中でためて、つかって、まもる、ための　ちえ　を学

びましょう！

深刻化する都市の水危機を総合的に解決する手段として、また人類の持続可能な社会を形成するための重要なファクターとし

て、今「雨水の貯留、浸透及び利用（雨水活用）」が注目を集めています。雨水ネットワーク会議は、その流れの中で、雨を活かし循環す

る社会の実現を目指し活動している全国各地の市民、企業、行政及び学会などが、緩やかなネットワークを形成し、情報交換・活動連

携することで、お互いの活動をより普及させることができる場所として、2008年8月6日に設立されました。

開 催 趣 旨

雨 水 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 に つ い て

ハ ッ ピ ー レ イ ン  ハ ッ ピ ー ス ノ ー

た め て  つ か っ て  ま も る  ち え
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開 催 概 要
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開会挨拶

閉会挨拶

懇親会
福井アカデミアホテル (福井工業大学隣接) 

基調講演

「若狭流域の水循環と地下水保全の重要性」
杉本 亮 (福井県立大学)

情報共有

「『雨水の利用の推進に関する法律』を知る」
土屋 秋男(国土交通省 水管理・国土保全局 水資源部)

パネルディスカッション
ハッピーレイン ハッピースノー～ためて つかって まもる ちえ～
「福井豪雨の教訓」
福原 輝幸 (福井大学)
パネリスト

江成 敬次郎 (雨水ネットワーク東北)

橋本 肇 (株式会社福井洋傘)

誉田 優子 (福井工業大学)

浅利 裕美 (特定非営利活動法人 エコプランふくい)
コーディネーター

奥村 充司 (福井工業高等専門学校)

福井の取り組み

「雨水活用で育てる緑のカーテン」
第5学年（福井市立東安居小学校）
「大野の湧水 今昔」
「郷土財としての湧水環境とその保全」  森 誠一 (本願清水イトヨの里)

「水と共に生きる大野市の活動 ～井戸枯れから始まった地下水保全の取り組み～」 帰山 寿章 (大野市 産経建設部)

「水環境の変遷と保全活動」 野田 佳江 (大野の水環境ネットワーク)
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8月23日（土）1日目　全国大会シンポジウム　場所:福井工業大学 福井キャンパス

フリップボードスライドショー

緑のカーテンプロジェクションマッピング
福井市立東安居小学校
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結の故郷 大野の湧水と街並みを巡るツアー
　　ルート
　　 8:30 JR福井駅出発
　　　→  篠座神社 → 本願清水イトヨの里 → 義景清水 → 名水百選御清水
　　　→  町なか背割排水路 → 結ステーション → 昼食 → 恐竜博物館
　　16:00 JR福井駅到着

雨と雪のふるさとツアー
　　ルート
　　 9:00 JR福井駅出発
　　　→  気象観測システム見学（福井工業大学あわらキャンパス）
　　　→  昼食　→　中谷宇吉郎　雪の科学館
　　15:30 JR福井駅到着

8月24日（日）2日目　1dayツアー
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あ い さ つ
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本年は「福井豪雨」から10年の節目を迎えます。国や県の復
興事業により、次の10年の安全安心のまちづくりに向けて、
人づくり、システム作りの方策が官民一体となって進められ

ています。そこで、「福井豪雨の教訓」と題してパネルディス

カッションを開催します。各分科会での討議よりこれからの

方向性を探るキーワードを整理したいと考えています。

特別企画として、子供たちに水の地球規模の循環を理解さ

せる「大きなすごろくで水の循環を学ぼう！」をはじめ「雨の

パワーで明るく照らそう」、「手作り浄水器で雨水を飲んでみ

よう」を用意しております。また、協賛各団体の展示ブースも

ございます。

明日の1 day ツアーは2コース用意しました。まず、「結の
故郷 大野の湧水と街並を巡るツアー」は天然記念物「イトヨ」
の生態や水文化を学び、大野の湧水地を巡った後、勝山にある

「恐竜博物館」を訪れます。もうひとつの「雨と雪のふるさとツ

アー」は福井工業大学あわらキャンパスにある巨大パラボラ

アンテナと中谷宇吉郎「雪の科学館」を見学します。

最後に、雨が止み、傘を差したままの子供が虹を見上げてい

るイメージは雨（雪）の恩恵を享受すること、晴れ間の光を浴

びて幸せ（ハッピー）と感じていることを連想させます。そこ

で、大会の主旨から、「ハッピーレイン・ハッピースノー」と銘

打ったやさしい感じの大会ポスターを作成しました。傘の魅

力の再発見をして頂きたいと思います。

俵万智は「短歌とは、事実（できごと）を記す日記ではなく、

真実（こころ）を届ける手紙でありたい」と言い、雪の結晶の研

究で有名な中谷宇吉郎は「雪は天から送られた手紙である」と

いう言葉を残しています。この大会を十分お楽しみ頂くとと

もに、無事進行されますよう、また、参加された皆様の知恵や

願いを手紙（メッセージ）として未来に手渡すことができます

よう祈念いたします。

第7回雨水ネットワーク全国大会を福井の地で開催するに
当たり、一言御挨拶させて頂きます。

はじめに、この場をお借りして、広島土砂災害において被害

にあわれた地域の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

さて、遠路はるばるお越しいただきました参加者の皆様に

心より感謝申し上げます。また、協賛賜りました各位にも衷心

より御礼申し上げます。さらに、多忙な中準備に携わって頂い

た実行委員各位、会場および見学施設を提供頂き多大なる御

尽力を賜りました福井工業大学各位に感謝の意を表します。

先人は河川水や地下水を積極的に貯え、使う技術を駆使し

てきました。農業、工業から情報・知識産業へ移行していく中、

自然に働きかける人間そのものの能力が問われる時代になっ

ています。われわれは再び知恵を出し合わなければなりませ

ん。たとえば、気象に関する知恵の積み上げは「観天望気」から

「数値予報」へと発展しましたが、防災上は偏差の大きい入力

に対して、出力を平滑化できるシステムの構築を再考する時

代になりました。一方、河川環境の保全・再生には、自然の営力

で如何にして攪乱を起こさせるかというアンチテーゼが存在

します。前者には、市民が取り組める雨水貯留タンクがあり、

日常の雑用水や災害時の消火・生活用水として利用する知恵

です。また、福井県が認定している「ふくいのおいしい水」は地

域に降った雨や雪を地下水として保全・活用する人づくりの

事業です。

つぎに、今大会のプログラムについて簡単にお話いたします。

基調講演は舞鶴若狭自動車道開通によりアクセスが便利に

なった若狭地方からの話題として「若狭流域の水循環と地下

水保全の重要性」と題して、福井県立大学 海洋生物資源学部
杉本 亮様に御講演頂きます。
つづいて、今後この大会を考える上で大変重要な『雨水の利

用の推進に関する法律』について国土交通省水管理・国土保全

局様から話題提供頂き、皆様と情報共有を行います。今まで雨

水利用・洪水・渇水・防災対策が遅れていたことに対応できる

ようになり、合わせて『水循環基本法』も成立しました。これは

多くの市民の努力の上に官民協力があり、議員立法で成立し

たものです。この法律の制定に尽力された野田様をはじめ大

野市および大野の水環境ネットワークの方々に、「大野の湧水　

今昔」と題して湧水保全のこれまでの経緯と未来について、発

表頂きます。

また、「雨水活用で育てる緑のカーテン」に取り組んでいる

福井市立東安居小学校 5年生児童に活動を紹介頂きます。
午後の、分科会は、天からの恵みである雪や湧水を「使う」、

流域を「守る」、気候変動と福井の気候を「知る」の３つを基軸

に各分科会で議論を深めて頂きます。

講堂の前に積まれた雪の山をご覧になったと思います。こ

れはこの冬、越前大野に降った雪を貯蔵しておいたものです。

雪の冷熱を肌で感じて頂き、今後の利用についての知恵をお

出し頂きたいと思います。

第7回雨水ネットワーク会議 全国大会2014 in 福井 実行委員長

奥村　充司(おくむら　みつし)
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「第７回雨水ネットワーク会議全国大会in福井」の開催、お
めでとうございます。

今年は、今大会の開催地を襲った、福井豪雨から１０年にな

ります。近年福井豪雨のような、局地的集中豪雨の発生が増加

しています。今年の６月は全国で少雨の記録を更新しました

が、その後台風１１号、１２号の水害、先般は前線による集中

豪雨で京都府の福知山市では、雨水を河川等に排水できず中

心市街地の広い範囲で浸水する都市型水害も発生するなど、

降雨の変動が非常に激しくなって来ています。

このように、降雨の変化が大きい状態に対応するには、雨水

を浸透・貯留し徐々に流す対策や、貯留した雨水を有効に活用

国土交通省近畿地方整備局 河川部長

黒川　純一良(くろかわ　じゅんいちろう)

する対策が重要です。今年５月には、「雨水の利用の推進に関

する法律」が、７月には「水循環基本法」が施行されたところで

す。

「雨水ネットワーク会議」が取り組まれている活動はこれら

を先取りするものだと思います。個々の取り組みは小さくて

も、流域の中で大きく広がる事で効果が大きくなって来ます。

本日から二日間の大会を通じて、雨水の水資源としての有効

利用や集中的な流出の抑制が、さら進む事を期待しています。

最後に本会議関係者各位の熱心な取り組みに敬意を表しま

すと共に、活動が益々発展します事を御祈念いたしまして挨

拶といたします。

国土交通省近畿地方整備局 河川部
藤村　正純
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I c e B r e a k
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■ IceBreak 雨を楽しむ

福井工業大学

近藤　晶(こんどう　しょう)

今大会の冒頭では近藤研究室がオープニングとして、福井

洋傘に制作していただいた特注の傘を用い、インタラクティ

ブな映像を上映しました。傘に仕込んだセンサーによって、傘

がどのように持たれているのかをパソコンが判断し、持たれ

ている状況に応じて傘のある位置にだけ雨が上から降ったり

前から降ったりと変化します。

壇上では東安居小学校の5年生にその傘を持ってもらい、
雨にまつわる様々な動きを行ってもらいました。

また、インタラクティブな映像だけではなく、グラフィカル

なアニメーションも交え、楽しさを演出しました。



10

分 科 会



11

■ 分科会1　「使う」

特定非営利活動法人 エコプランふくい

林　正憲(はやし　まさのり)

１．「雪利用の手法と課題」
新潟県上越市にある（公益社団法人）雪だるま財団の伊藤親

臣氏から利雪と克雪の歴史、今後の可能性や課題等について

講演をいただいた。

日本の中で雪が降らない地域には人口比で80％が居住し、
一方で降雪地域には20％、特別豪雪地帯には3％しか居住し
ていない。

かつて暑い夏になるまで保存し利用されてきた雪は、冷蔵

庫の普及とともに排除される対象に変化していったが、工業

技術の革新にともない新しい地域資源として利用価値が見直

されつつある。

雪室で熟成させた日本酒や野菜等は地域ブランドとなり、

再生可能エネルギーとしての利用形態はCSR(企業の社会的
責任）になっている。

さらに、雪を知らない環境下で育った子どもたちにとって

は、雪を見て触ることが貴重な体験であり楽しいのだ。

つまり、雪が降らない80％の地域に住む人たちに雪が生み
出す恵みを観光や食等をとおして感じていただくことによっ

て、経済効果をもたらすことが可能だ。

しかし、雪の利活用は、いまだに研究開発中であり、豪雪地帯で

ある福井県の活動を支援しながら協働連携を図って行きたい。

２．「おいしい水の使い道」
福井工業高等専門学校の奥村充司氏から福井県内のおいし

い水の紹介と地域のアイデンティティについて講演を頂いた。

福井県内で「おいしい水」に認定されているのは35カ所あ
るが、対象となる湧水等は、次に掲げる要件を全て満たす。地

表で利用できること、良好な水質の維持が見込まれること、来

場者に対し飲用として自由に供されていることである。

また、湧水（地下水）は観光だけではなく、ブランドとなる地

酒造りのほか、米や野菜を作るための農業用水としても利活

用されている。さらに、地震災害等で上水道が断水することは

多々あり、命を守る貴重な財産である。

地形、地質、植生や動物などと雪や水が複雑に織りなす生

態系は環境教育の現場であり、湧水を守り続けていくことに

よって、自然と共生している人間としての存在や地域のアイ

デンティティを知ることになる。

３．質疑応答
【質問】雪室で熟成させると食物は何でも美味しくなるのか。

【応答】野菜や米だけではなく、肉やコーヒーも熟成している。

例えば、大根は90％が水分、残り10％が繊維質である。水に
浸けると酸欠、冷蔵庫では乾燥してしまうが、雪室は95％の
湿度であり具合が良い。0℃から20℃までコントロールがで
きるので出荷調整も可能だが、雪室から取り出した後は、鮮度

が下がり易いので要注意である。なお、南国で育つバナナやパ

パイヤなどは冷却することに向いていない。

【質問】大野市の七間朝市で雪を利用して冬期間の開催を考え

たが、自然に反して雪を搬送するコストが高く断念した経緯が

ある。

【応答】雪を邪魔なものとして扱わない発想を転換し、オンサ

イトで克雪と利雪を同時に考えるべきではないか。0℃の雪
が0℃の水に変わる時、1kgの雪は80kcalを放出する。また、
0℃から10℃に変化する時の僭越も放出できる。エネルギー
パフォーマンスが高い純国産のエネルギーである。

【質問】大野市和泉地区に存在する鉱山跡、使わなくなったト

ンネル、建築構造物等を有効に活用し、雪を貯蔵して雪室等と

して活用できないかと思っている。その際、搬送などを考慮す

ると道路に近いことも条件になるのか。

【応答】雪の貯蔵や食材の搬入搬出のコストの問題から周辺環

境や重機の大きさも課題になる。また、最近は断熱材（マテリ

アル）の性能が向上しているので、0℃近辺の雪室と冷凍機
をセットにしたハイブリッドタイプも考えられる。

【質問】雪を邪魔物にせず冷熱エネルギーとして商品化してい

ることに感動している。太陽光発電との併用は可能か。

【応答】新潟県内で実証実験を終えているが、3寸から4寸勾
配の屋根で雪が落ちるので、太陽光発電の利用は可能だ。ま

た、スキー場と同様に乱反射の効果も見込める。新潟県内で

30ｋWの容量で年間3万kWhの発電実績であり十分な性能
を発揮している。

【質問】一事例であると思うが、「おいしい水」の看板がありな

がら大腸菌が混じっているので「飲んではいけない」という看

板を併設しているのは矛盾だ。煮沸したら飲めるのか。

【応答】動物由来の大腸菌は表流水に含まれているのであり、

湧水場所の管理や構造上の問題である。また、煮沸すれば飲め

るがミネラル分が失われるというジレンマが残る。

４．参加者からのキーワード
・雨や雪の活用することによって心もHAPPY！
・延々と続く水循環と利用は人間が生きている証である。

・地下水や雪は地域の財産であり、特に湧水の持つ様々な機能

を理解し、守り継いでいかなければならない。

・地域のまちづくりをするという発想が必要であろう。

・議論の広がりはHAPPYな交流でありHAPPYな参加を伴う。
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■ 分科会2　「守る」

技術士事務所

有賀　祥夫(ありが　よしお)

１．流域を守るドラゴンリバー交流会の活動
特定非営利活動法人ドラゴンリバー交流会、元専務理事の

白崎謙一氏から、当交流会の紹介および活動内容を中心に講

演を頂いた。

ドラゴンリバー交流会設立の発端は、川を竜に見立てて国

が提唱したドラゴン・プロジェクトに遡る。その概念は、上流

から下流の人々は水の循環系で結ばれた「運命共同体」である

ことである。そのモデルケースとして九頭竜川が指定され、平

成７年８月６日に当交流会が設立された。その設立に至る経

緯と趣意が紹介された。

次いで日頃の活動内容が紹介された。キーワード毎にまと

めると以下の通りである。

① 地域づくり：九頭竜川を軸に、上･中･下流域の地域づくり
を行っている（人と自然との共生を目指す協働会議）。

② 森林を守る：上流域は落葉広葉樹林が多く、毎年ドングリ、
ブナおよびケヤキの苗の環境植樹を行っている。

③ 水辺を守る：九頭竜川本川（中流域の各拠点）と足羽川（中
心部の６ｋｍ区間）の河川敷の清掃活動を行っている。昨

年度の参加者は､それぞれ７００名、１，３００名であっ

た。

④ 水環境を守る：水質や水生生物調査を行って水環境を監視
している。

⑤ 人づくり：川の学習会、講演会および広報活動（会報、展示、
ホームページ）を行っている。

以上の活動内容が詳しく紹介された。　

【主な質疑応答の内容】

・河川敷のゴミの種類は､発泡スチロールやビニール系が多い

が、粗大ゴミの不法投棄もある。ただし、参加した人はゴミ

の投棄はしなくなり、ゴミの量は年々減ってきていること。

・環境植樹の環境の意味は、森を守る思いを込めて使っている

こと。

・植樹の場所は、ダムの残土処理地等、多くあること。

・植樹の苗木は、会員がドングリを拾ってきて庭で作っている

ことなど。

２．九頭竜川の用水～歴史と役割～
九頭竜川鳴鹿堰堤土地改良区連合主事、平井亨弥氏から用

水の歴史、農業水利の課題とパイプライン化による農業振興

について講演を頂いた。

大規模用水の始まりは６世紀頃の継体天皇まで遡り、福井･

坂井平野の農地を拓いたと言われている。その約五百年後（奈

良時代）に開削されたとされる十郷用水は、千年の歴史を持つ

日本最古の大規模用水路である。一方、生活用水としての歴史

は、福井藩の初代藩主、結城秀康が十郷用水の対岸に芝原用水

を開削し、城下町の飲料水と堀用水の確保を主目的とした。江

戸の神田用水と並んで日本最古の水道の一つである。このよう

な水との関わりが現在まで引き継がれていることを紹介した。

次いでこれまでの開水路による農業水利の課題が述べら

れ、それを克服するためのパイプライン化による用水再編対

策事業を紹介した。

キーワード、農業に関わる水量･水質改善の観点から、紹介

された項目をまとめると以下の通りである。

① ゴミや生活排水の流入防止：草や生活系ゴミの投棄
② 海岸地区の塩害の防止：井戸取水、本川からのポンプ取水
地区

③ 作物の高温障害の防止：用水流下中の水温上昇
④ 雑草種混入の防止：除草剤の節約
パイプライン化を契機とした農業振興の未来を強調された。

【主な質疑応答の内容】

・大きな管が地下に入って、水面が見えなくなる心理的影響が

課題となること。

・幅が広くて長く続く、利用しづらい跡地の利用が課題である

こと。

・パイプラインによる夜間灌漑で、寒暖差を利用した米の品質

向上が期待できること。

・自然圧を利用した自動給水栓の活用で水管理労力が軽減さ

れ、大規模経営体の育成につながること。

・パイプライン化において小水力発電の組み込みが可能であ

り､検討もされていること。
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１．「気候変動と福井」
福井地方気象台調査官、原与志治氏から気象における用語

の説明、世界の気候変化から、福井における最近の気温や降水

量などの変化や傾向について講演をいただいた。

世界の気候システムでは、温暖化が生じていることは疑う

余地がない状況にあり、過去１００年に世界の平均気温は０．

７℃上昇し、大雨などの異常気象の頻度も増加しているとの

ことでした。

日本においても、年間の降水量には余り変化は見られない

が、１９７５年以降のアメダスの観測からも時間３０ミリ以

上、５０ミリ以上の大雨が降る回数はともに増加傾向にある。

また、北陸地方の雪については、積雪量が減少し、雪の降る期

間も短くなってきているとのこと。

福井においても道路冠水や内水氾濫につながるような時間

５０ミリ以上の強雨は増加する傾向にあり、今後よりきめ細

かな降雨予想が求められていると感じた

２．ピンポイント降雨予測に向けて
福井工業大学、電気電子情報工学科、中城智之教授から事例

を挙げながら、福井工業大学あわらキャンパスに設置された

ウインドプロファイラレーダーを用いたピンポイントの降雨

予想の講演をいただいた。

３０年くらい昔の天気予報は、余り当たらないものだった

が、近年はかなり予想の的中率が向上している、その要因とし

ては、レーダーで捉えた雨雲の流れを延長するような運動学

的手法に加え、初期値（温度、風向などの観測データ）を基に計

算し、雨雲の形成なども予想する、大気の数値モデル予想によ

るところが大きい。

気象庁でも、様々な観測機器などを基に数値モデルによる

予報をしているが、予想の格子間隔や初期値の設定、数値モデ

ルの傾向（雨量を少なめに予報する）などにより、未だ極短時

間、局所的な雨雲の発生による大雨などでは予報が追いつい

ていない面もあるとのこと。

福井平野には、平野の中心部と沿岸部のあわらに福井気象

台と福井工業大学のウインドプロファイラが比較的近接して

設置されている。ウインドプロファイラレーダーは、鉛直方向

にレーダー波を発射し、レーダー波の反射から上空の高さご

との風向風速などを測定するもので、二つのレーダーのデー

タ解析から積乱雲の形成や降雨を研究するには適した環境に

ある。

データの解析と降雨事例の研究から、現状の数値モデルに

よる降雨予想では、おおよその降雨は予想できているが、雨の

強さ（時間雨量のミリ数）では未だ実測と食い違いもある、今

後はその食い違いを少なくするための研究を進めていくとの

ことでした。

■ 分科会3　「知る」

福井市

江島　昌希(えじま　まさき)

３．質疑応答
【質問】ピンポイント降雨予想ができるようになると、雨が降

る前に雨水タンクの水を抜いて、雨が降りだすと貯留し下水

や中小河川に対する付加を軽減するいわゆる「スマート雨水

タンク」の実現性については。

【応答】今求められているレベルの予想が１キロメートルの格

子を予想しようとすると膨大な点の初期値や秒単位の風の変

化を計算することになり、コンピュータの能力などから実現

はかなり難しいとしか言えない、１０キロの格子予測が当面

の計算機実験の目標となる。数値モデルを使わないが、現在福

井工業大学内で、気象庁の予報データを受けて自動的に雨水

を貯める装置を作って実験しており、いい結果が出るのでは

と期待している。

【質問】８月１９日に広島で大雨が降り土砂災害が起きたが、

このケースは予報が追いついていない事例になるのか。

【応答】積乱雲スケールのものが繰り返し、線上にその場所に

入り込んでいたもので、それなりに降ることは予想していた

が、そこまでの降雨量は現在の気象庁の機器では予想できて

いなかった。このような事例の予想制度をあげるために、中城

先生がやっておられる研究が進むことに期待している。

４．参加者からのキーワード（感想）
・風を測ることが予報につながる。

・スマート雨水タンクシステムが実現すると水害も減少する

かもしれない。

・ウインドプロファイラレーダーについて、雨の量は湿度（水

蒸気量）にも関係あると思うので、同時観測できると精度の

高い予想につながるのでは。

・異常気象がまれではなくなった。

・雪の量が減っていくことによるこれからの影響が気になり

ます。

などがありました。
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キ ッ ズ 企 画
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■ 大きなすごろくで水の循環を学ぼう！

株式会社 ホクコン

長谷川　雅尚(はせがわ まさなお)

１．概要

今日降った雨は、明日はどこにいる？

みんなで水について楽しく学ぶスゴロクをしましょう。

参加する人は、「水のつぶ」になってもらいます。サイコロを

転がして、「水のつぶ」は旅に出かけます。どこに行くかは、サ

イコロ次第。雲に、川に、土に、植物に・・・。部屋いっぱいを使っ

て、あっちへこっちへ。気づけば、水のさまざまな移動（水循

環）を体感しながら理解できます。

２．当日のようす

旅先毎に違う色のビー
ズをつなぎ、水の循環を
視覚的に振り返れます。

「氷河」に来ると手作りアイス
をプレゼント。
ジュースを塩入りの氷水で冷
やすとアイスになりました。
子どもたちは興味津々。

旅の行き先は9箇所。どこへ行く
かはサイコロ次第。

旅先に来る毎にシールを貼りま
す。最後に子どもたちが数え、
「雲」「海」が人気の旅先だと分か
りました。
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屋根の樋から集めた雨水をゆっくり

ゆっくり　通すというものです。

浄水器を通したした雨水を

大きなソーラークッカーで煮沸消毒して飲みました。 

パラボラ型ソーラークッカー

■ 手作り浄水器で雨水をのんでみよう！

特定非営利活動法人 エコプランふくい

中野　佐知子(なかの　さちこ)

キャンプに使う炭を事前にスタッフの学生さんと５ミリほ

どの細かさに砕き、水洗いしペットボトルでつくった簡易浄

水器に詰め込み、親子で慎重に作ってもらいました。

地球温暖化で起きる気候変動の恐ろしさは、もう隠しては

おけない事態となってきました。「おいしいでしょう。ゴーヤ

の水やりに使います」と言いながら子供たちの顔をまともに

見ていられません！！

突然豪雨が襲ってきた時、一軒でも多くの家の貯水槽で一

時でも堰き止めなければなりません。濁った水を濾して命を

繋がなければなりません。

雨水ネットワーク会議は、現実を直視せよと教えてくださ

いました。

「おいしい？」「ウン　おいしい！！」
「沸かさないでも飲めるのですよ。」
関心を持ってくださったのは、大人の方でした

「ホー」と感心しきりでした。
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■ 雨のパワーで明るく照らそう！ ～雨水力発電所をつくる～

福井工業大学

小林　拓矢(こばやし　たくや)

１．ご参加ありがとうございました！
今大会のキッズイベントの１つ「雨のパワーで明るく照ら

そう！～雨水力発電機をつくる～」では、7組（11名）の方に
参加して頂きました。多くの方々のご参加、有難うございま

した。当日は、実際にイベントに参加して頂いた方、雨水力発

電機を回しに来て頂いた方、写真を撮りに来て頂いた方など、

多くの方々に「雨水力発電機」への興味を持って頂けたと感じ

ています。また、今回雨水力発電機を製作した方々にハッピー

をもたらし、これから少しでも雨水力発電機という考えが広

まっていくことを願います。それでは、大会当日の写真と一緒

にキッズイベント「雨のパワーで明るく照らそう！～雨水力

発電機をつくる～」を振り返りたいと思います。

２． 雨水力発電機の材料と説明
今回、雨水力発電機の土台は木材で作りました。木材には、

LEDと回路を取り付け、各部品は全てネジでとめ、誰でも簡
単に製作できるように考えました。LEDの反射板と防水用
カバーは、空き缶とペットボトルの底を利用して身近なもの

を再利用するよう工夫しました。

発電機製作に使う木材と車輪

雨水力発電機の材料

３．大会当日の様子
● 双子の子どもたちに参加して頂きました！
● お父さんと一緒に、真剣になって発電機を作って頂きました。
● 福井工業大学デザイン学科の谷内先生にサポートして頂き
ました。

● 雨水力発電機が完成すると、子どもたちは喜んで発電機を
回していました！

● 小学生の女の子にも参加して頂きました！
● 女の子でも「楽しい」と言って発電機を製作して頂き、とて
もうれしかったです！

４．大会を終えて
今回の講座は、主に子どもを対象としたキッズイベントで

したが、実際に講座を開いてみると、子どもの参加者だけでな

く、大人の参加者も多く驚きました。子どもと大人の参加者

は、7組中3組が親子で、4組は大人の参加者でした。大人の
参加者の中には、材料を持ち帰り、家で作りたいという方もお

られ、年齢や世代を問わず雨水力発電機の需要があることを

感じました。

また、日本側では初の雨水ネットワーク会議全国大会でし

たが、大変多くの方にイベントに参加して頂き、大成功で終わ

ることができました。これからもこのようなイベントが増え、

大会が盛り上がることを期待します。

発電機製作の様子

完成した雨水力発電機の全体像

この材料で
何ができる？

サポートOK!

発電機

完成 !
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■ 降雨体験から学ぶ、「ヌレンザ」の超撥水

株式会社 福井洋傘

中路　翔馬(なかじ　しょうま)

1．はじめに。
普段、雨と聞くと「気分が下がる」「外で遊べない」「暗くてジ

メジメする」などマイナスなイメージを持っている方は多い

と思います。今回この降雨体験で、そんな気分は福井洋傘の傘

１本で無くしてやりたいという意気込みで大会当日を迎えま

した。キッズだけでなく、来場をされた雨水関係者の皆様へも

実体験として、ヌレンザを感じて頂き「雨と傘」について、少し

ですが楽しみ方をお伝えできたのではと自負しています。

２．なぜヌレンザなのか。

福井洋傘として、何か一つ子どもたちに向けて発信をした

いと考えました。もちろんヌレンザだけでなく多種多様な生

地のデザインやその織り方など傘には多くの技術が詰まって

います。せっかくの雨水ネットワーク会議全国大会というこ

とで自然界からヒントを得たヌレンザを選定しました。

自身の幼少期を振り返ってみると、なぜ勉強が苦手だった

のか、その原因は物事の原理や原則を理解できていなかった

ことに大きな原因があると考えました。原理を理解すること

によって理解の幅は広がり、さらなる好奇心へと繋がります。

しかし子供たちにいきなりその理屈を投げかけて理解をする

のは大人でも難しく、やはり自身の実体験から学ぶことが一

番の近道だと考えました。その触り程度になりますが、このヌ

レンザを体験することによって、どうして水を弾くのか疑問

を持つということ、また水と触れ合うことを通じて自然の豊

かさを感じる１つの切掛け作りになればと思い協力をさせて

頂きました。

３．ロータス効果についての学びの場

実際にヌレンザの撥水力を体験してもらった後、何故はじ

くのか疑問を持ってもらう事が１つ大きなポイントでした。

私たちからの質問であったり、中には子どもたちから「何故」

という声もあがりました。疑問を持ったところから、このはじ

く仕組み「ロータス効果」別名「ハスの葉効果」の説明を行いま

した。１つ重点を置いたのは、疑問を持つ前に解説はしないと

いうことです。それは先入観の問題で、子どもにはまず楽しさ

を味わってから知識を深めることの重要性について、自ずと

知ってもらいたかったためです。

４．傘屋としての豆知識

傘ご使用後の扱い方について、簡単なご説明を行ないまし

た。そもそも人の手には、微量な汗や皮脂などが存在していま

す。勿論その油分は人間に取って必要不可欠なものであるの

は間違いありません。しかし、弊社の傘のみならず、どんな傘

にもその油分が最大の敵であります。傘使用後は水気を良く

取り、手でしっかりと巻き付けることは誰もが経験している

ことだと思います。手でしっかりと巻き付ける事によって油

分が傘表面へ移り、その部分のみ撥水力が落ちてしまいます。

これを防止するためにはご使用後の傘は水気を良く取り、極

力生地には触れず、最小限まとめて置いておくことが傘を長

持ちさせるポイントになります。

参加人数：20名程
子ども達の感想：

「音が太鼓みたい」「傘が濡れない」「雨が滴る影がきれい」

「水ってきれい」などのお声を頂き、水にも傘にも見て、触れ

て、感じて頂ける体験でした。
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雪 貯 蔵 プ ロ ジ ェ ク ト
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■ 雪貯蔵プロジェクト

米村　俊太郎(よねむら　しゅんたろう)

特定非営利活動法人エコプランふくい

由田　昭治(よしだ　しょうじ)

雪は冷熱というエネルギーを持ち、貯蔵タンクがいらない自己貯蔵力も持つ優れた雨水です。

この冬は雪が少なく重機を使って雪山の構築・2014.02.25

シートをかけて終了、夏まで残りますように・2014.03.01
5月の豪雨の後シート架け直し・雪はまだ大丈夫

１０㌧ダンプでイザ「雨水ＮＷ全国会議」会場へ！

真夏の雪山出現に参加者は驚き・どこから来た雪？
作雪機で作ったの？北海道から持ってきたの？　だって 

雪の中を僅か1.5ｍ通るだけで
気温32℃の風が27℃の冷風になる天然クーラー
猛暑の会場で冷風体験した人は体感10℃の風だって

畳200枚と籾殻２０㌧で雪山を覆う・2014.02.28 雪山の子供 

冬2月に大野市の六呂師高原で作った雪山

夏まで雪を貯めるという初めての経験

8月末の大会まで雪が残るかみんなが不安
でも、いろいろな人の協力と創意工夫で

旧盆が済んでも雪が残り大会に持ち込めて
よかったよかった

株式会社 稲津組
有限会社 猪島建設
株式会社 遠藤鉄工所
JAテラル越前

協力
株式会社 メンテナンスナカムラ
忠南環境 株式会社
美里町青壮年会
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プ レ イ ベ ン ト
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■ 大きなすごろくで水の循環を学ぼう！

福井工業大学

社会連携推進課

子どもたちみんなで、地球儀型のビーチボールをお互いに

投げ合いっこ。受け取ったとき、左手の人差し指がさわってい

る場所が「海」なのか「陸」なのかを考えながら大声で言いま

す。するとおのずと「海」と「陸」の割合が見えてきました。子ど

もたちは地表には北極や南極があること、北極は氷のかたま

りだけど南極の氷の下には、大地があることなどに気づきま

す。そして、「海ってこんなに広いんだ！」とからだを通じて実

感しました。

次に子どもたちに「水のつぶ」になってもらいサイコロを転

がして旅に出かけます。どこに行くかはサイコロ次第。雲に、

川に、海に、土に、植物にとあっちへ行ったりこっちへ来たり。

サイコロをするうちに、自然と「水のつぶ」の移動する順番や

確率が分かるようになりました。気がつけば水のいろいろな

形、水の変化、水の重要な役割を体感していました。参加者た

ちは、すごろくゲームを通じて水が限りある資源であり私た

ちにとって重要な物質であることを学びました。

参加者の声

・ 水にとても興味をもてた
・ 「しずくのぼうけん」の絵本が実際に体験できてうれしかった
・ 水の循環について体感しながら学べたので良かった　など
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■ 雨水活用から洪水対策を考える～福井豪雨から10年、いま私たちにできること

福井工業大学

社会連携推進課

1．目的、概要
福井工業大学の学術研究成果を内外に発表・紹介し、実践的

に開かれた大学を目指すと共に、学外の講師を招き、講演・討

論を活発に行って、地域産業の技術革新など広く社会に貢献

することを目的とする。今回は、雨水活用から洪水対策を考え

る～福井豪雨から10年、いま私たちにできること～　をテー

マに掲げ、5人の講師に講演を依頼した。

開 催 日：平成26年7月16日（水）

開催時間：14：30 ～ 17：20

場　　所：福井工業大学2号館802教室

参加者数：約160名

2．講演内容

①雨水の貯留・浸透による洪水防止効果【忌部 正博氏】

【概要】昭和30～40年代の高度経済成長期に、都市への人口・

経済集中が進められた。その結果、都市に流れる河川は、各家

庭からの雑排水により汚れ、一旦大雨が降ると増水し、頻繁に

川の周辺地域に浸水被害をもたらした。水質汚濁については、

その後下水処理場が整備されて水質向上が図られ、かなり川

の水はきれいになった。しかし一方で、水量の減少が問題とな

り下水処理水の河川への還元が盛んに行われるようになって

いる。洪水対策には、都市化の著しい河川では、河道の拡幅、堤

防の嵩上げなどの従来の方法には限界があり、小規模な施設

を分散して設置し、雨水貯留浸透施設の普及が必要である。

②下水道による雨水の流出抑制対策と今後の展望【前川 孝氏】

【概要】近年局地的な集中豪雨が年々増加傾向にある。福井市

でも1時間当たり20ミリ以上の豪雨発生回数の増加に伴い、

浸水被害件数も増加している。また、都市化の進展も伴う宅地

開発も要因の一つと考えられる。今後も増加が見込まれる局

地的豪雨に対して、雨水貯留管や合流式ポンプ場などの施設

整備を行うと共に、吸水性土のうの配布やハザードマップの

作成に取り組んでいる。

③ピンポイント降雨予測を利用した都市型洪水緩和システム

【中城 智之・笠井 利浩】

【概要】様々な気象情報を基に局所豪雨を予測し、都市部にあ

る雨水活用装置をFM等の放送波を通じて個別に遠隔操作し、

豪雨が降る前に貯水タンクを空にする。こうすることで、都市

全体として最も効果的に洪水緩和できるように雨水活用装置

を連携稼働させるシステムを提案する。

福井工業大学では、2012年に下層大気の風を詳細に観測可

能な“ウィンドプロファイラレーダー”を福井平野北部の海岸

沿いに設置し、観測を続けてきました。その結果、平野中央部

と海岸沿いの風の違いが、福井平野における雲の局地的な発

生に影響を及ぼしている事や、この観測データから積乱雲の

発生につながる風の予測に役立つ事が分かった。

④100㎜ /h安心住宅「雨水ハウス」の実践【渡辺 亮一氏】

【概要】福岡市中心部を流れる樋井川は浸水被害に注意が必要

な流域である。浸水被害を阻止するために雨水タンクを流域

内に100基設置した。しかし、1時間に100ミリの豪雨が均

等に降った場合、貯留には限りがあるため治水を達成するこ

とはできない。そこで、本格的な雨水活用装置を備えたモデル

ハウスを建設し、1戸建て住宅で分散型雨水貯留タンクを推

進することとなった。これにより、都市型水害を抑制すると同

時に貯留雨水を生活に有効活用して樋井川流域で流域治水を

達成する。

⑤パネルディスカッション

【概要】上記講師から４名（忌部氏、前川氏、渡辺氏、中城氏）の

パネラーに登壇頂き、講演内容に関する質疑応答等が活発に

交わされた。様々な議論の結果、「現在の気候変動が進むと、下

水道や河川による洪水対策に加え、今後は雨水活用による洪

水対策も取り入れていかねばならない。そのためには一般市

民の方々にも雨水活用の効果や意義を知って頂き、皆で雨水

活用に取り組んでいかねばならない。」と参加者とともに確認

した。
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パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

テーマ

ハッピーレイン　ハッピースノー
ためて　つかって　まもる　ちえ
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１．第7回 雨 水 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 全 国 大 会
2014in福井の概要
本大会は、雨水ネットワーク会議全国大会初の日本海側で

の開催となりました。福井は雨や雪の多い地域で、水に恵まれ

た生活を営むことができています。しかしながら、水に恵まれ

ているが故に、この有り難さを忘れてしまいがちな側面があ

るのも事実です。本大会は、私達の生活を支えてくれている水

やその源となる雨水についてその恵みを見直し、今後の雨水

活用のあり方を考えるために開催されました。

２．パネルディスカッション

コーディネーター：奥村充司（実行委員長、福井工業高等専門学校）

話題提供：福井豪雨の教訓　福原輝幸（福井大学）

パネラー：江成敬次郎（雨水ネットワーク東北）

橋本肇（株式会社福井洋傘）

誉田優子（福井工業大学）

浅利裕美（特定非営利活動法人エコプランふくい）

登壇者の自己紹介の後、「福井豪雨映像アーカイブス」が放

映され、福原氏から福井豪雨の教訓と雨水活用についての講

演がありました。非常時には命を守るための避難方法や対策

が必要であり、そのためには居住地域の地形的特性を知るこ

とが重要です。また、被災後の援助・救護体制の確立や被災経

験の伝承による地域住民の意識共有の重要性について指摘が

ありました。洪水発生後、水道管の破損等によって生活用水が

不足する事もあり、雨水貯留による洪水緩和と生活用水確保

の両面から雨水貯留が有効です。また、海外の雨水活用として

バングラデシュの事例紹介があり、水に恵まれた日本の住環

境について再認識する必要性が感じられました。

パネルディスカッションは、各パネラーからの話しに各分

科会からの報告を交えて進められました。各パネリストから

の話題と各分科会からの報告は以下のようなものでした。

◎江成氏　東北には「津波てんでんこ」という言葉があります

が、これは福原氏からも話があった非常時の命を守るための

避難と同じです。前回大会後に実施した「震災時の水利用」に

関するアンケートから、水道復旧に100日以上かかった地域
があったことや、地下水利用している人が多く雨水活用して

いる人や興味を持つ人が少ないという傾向がありました。

◎橋本氏　私達は雨音を楽しみ、五感で雨を楽しむための傘

作りを行っています。要するに雨を楽しむ道具（傘）の文化を

伝える仕事をしています。傘作りに自然の仕組みを生かした

物作りをしていることもあり、自然を大切にしていこうと

思っています。子どもの頃に楽しかった雨降りの日を思い出

す、そのお手伝いができればと思っています。

◎誉田氏　今回、この大会に参加し、主婦の視点から子どもに

雨や雪の楽しさを教えると同時に、恐ろしさも小さい頃から

教えることが必要であると認識しました。また、雨や雪を生活

の中で活用していくことが災害対策につながることを知り、

実践していきたいと思いました。

◎浅利氏　川には危険な面と恵みが混在しています。私も母

親として三人の子どもを育てていますが、川の危険性を伝え

た上で自ら考えて川で遊ぶことを教えています。何にでも良

い面と悪い面があり、その両方を理解してつきあうことが大

切だと思います。

◎分科会報告１　使う（コーディネータ：林）　雪は地域の資

源であり、新たな地域ブランドを生む可能性を秘めている。し

かし、その利用は進んでおらず、今後、食品貯蔵や付加価値を

高めるための研究開発を行わねばならない。湧水を守るため

には、里山の生態系と湧水施設の安全管理が重要であり、災害

時の水資源として非常に有効なものである。

◎分科会報告２　守る（コーディネータ：有賀）　上流から下

流まで、九頭竜川沿川の人々は水の循環系で結ばれた「運命共

同体」であり、その地域づくりや流域を守る活動は大切であ

る。また、下流域の福井･坂井平野の用水の歴史は古く、水との

関わりの伝統を引き継ぎながら、これからの農業振興を図る

ことが重要である。

◎分科会報告３　知る（コーディネータ：江島）　近年の極端

気象化により、現在の気象予測にはさらなる精度向上が求め

られている。今後、ウインドプロファイラレーダー等の新しい

観測技術も積極的に取り入れ、より詳細で精度の高い気象予

測技術の開発を行っていかねばならない。

以上の話題提供と議論を踏まえ、“雨に恵まれても、雨の

恵みを忘れるな”を合い言葉に、雨と雪の恵みを生かして

HAPPYなRAIN（雨）、HAPPYなSNOW（雪）になるよう
な取り組みを行うことを参加者と共に確認しました。

■ パネルディスカッション
ハッピーレイン ハッピースノー ～ためて つかって まもる ちえ～

福井工業大学

笠井　利浩（かさい　としひろ）
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第 7 回  雨 水 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 全 国 大 会 2 0 1 4  i n  福 井

大 会 宣 言（ 福 井 宣 言 ）

第7回 雨水ネットワーク会議全国大会2014 in 福井
参加者一同

これら、新しい形での雨水活用や雪の利活用の推進と、健全な水循環を守る取り組みの普及・実現を目指し、参加者

一人ひとりが行動するとともに、様々な人たちと力を合わせて活動を継続していきます。

また、“雨に恵まれても、雨の恵みを忘れるな”を合い言葉に、「雨と雪の恵みを活かす社会づくり」に取り組み、

HAPPY RAIN（ハッピーレイン）、HAPPY SNOW（ハッピースノー）の実現に向けて歩みはじめます。

守る（極端気候、減災対策） 知る（雨と水の環境教育） 使う（雨と雪のエネルギー活用）

近年、気候変動が顕著化し、日常生活

の中でも頻繁に見聞きすると共に肌で

感じるようになりました。その結果、こ

れまでの常識では考えられないような

豪雨が頻発し、各地で大きな被害が出て

います。私たちは、このような被害を軽

減すると共に雨の恵みを享受するため

に、水循環の保全、水資源の確保、洪水や

地震といった災害発生時の減災対策な

ど、様々な雨水活用の可能性を追求しま

す。そのために必要となる、気象予測や

雨水活用の技術を研究し、新たな技術の

実現に向けた取り組みを行います。

水循環を包括的に捉え、雨と雪の恵み

を日々の暮らしの中で活かしていく人

づくりを目指します。私たちの暮らしや

街の中で、雨水活用や雪の利活用が普通

のこととして行われるようにするため

には、市民や今後の社会を支える子ども

たちに向けた“雨と水の環境教育”が必

要です。さらにその活動を継続させるた

めには、“雨を楽しむ文化”の復活が欠

かせません。私たちは、水循環を大切に

し、自然と日常の中に雨や雪の恵みが取

り入れられた社会の実現に向けた活動

を行います。

私たちは、雨や雪のエネルギー利用に

ついても考えます。冬期、雨が姿を変え

て生まれた“雪の冷熱エネルギー ”は、単

なる電気などの代替えエネルギーとし

てだけではなく、利用したものに新たな

付加価値を与える可能性を持っていま

す。また水は、私たちにとって非常に身

近な物質であるとともに、特殊な物質で

もあります。その水の特性（比熱容量大、

気化熱大など）を活かした利用法につい

て考え、普及させることで“水の持つ恵

み”を最大限に引き出して活用します。

福井は、雨や雪の多い地域であり、水に恵まれた暮らしを育んできました。しかし、水に恵まれているが故に、その有り難さを忘れ

てしまいがちな側面があるのも事実です。

本大会は、水やその源となる雨や雪の恵みを見直し、今後の雨水活用や雪の利活用について参加者全員で考えるために開催さ

れました。大会で行われた情報共有や議論の中では、近年頻発する極端な気象現象や、今年4月に公布された「水循環基本法」（施行

7/1）や「雨水の利用の推進に関する法律」（施行5/1）など、様々な話題が取り上げられました。その内容を基に、今後の雨や雪を

様々な形で利活用する取り組みについて、以下のように宣言いたします。



28

製 品 展 示

特 別 展 示
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1.一般家庭用雨水タンク
地元福井県産の「アクアタワー（株式会社八木熊製）」をは

じめとする国内産雨水タンクから、イギリスやドイツなどの

海外製の、貯水容量50L～ 300Lまでの一般家庭用の雨水タ
ンクが勢揃いしました。また樹脂製のタンクが多い中、タニタ

ハウジング様ブースでは信楽焼雨水タンク「信楽くん」や、水

の音色を楽しむ信楽焼製水琴窟の展示もあり、大会の休憩時

間などに多くのお客様に実物をご覧頂きました。

２.大規模雨水貯留施設
樹脂やコンクリート製の大規模雨水貯留システムの資料展示

3.雨を愉しむ道具
地元福井発、究極の傘「ヌレンザ」をはじめとする高級傘の

展示。

■ 製品展示

株式会社 日盛興産

日髙　規晃(ひだか　のりあき)
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懇親会の後、参加者の方は東安居小学校に移動し、発表の

あった東安居小学校の緑のカーテンを見学しました。参加者

の方々は、見た途端に、その大きさに圧倒され、厚さに感心し

ていました。

その後、緑のカーテンをスクリーンにして、緑のカーテン

の成長過程や目的などを説明し、オープニングとは異なるイ

ンタラクティブな映像作品も展示しました。

さらに、生のバイオリン演奏も交えて、参加者全員で楽し

いひとときを持つことが出来ました。

■ 特別展示

福井工業大学

近藤　晶(こんどう　しょう)
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1 d a y  ツ ア ー
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■ 結の故郷　大野の湧水と街並みを巡るツアー

協力： 大野の水環境ネットワーク
大野の水環境ネットワーク

梅林　厚子(うめばやし　あつこ)

１．篠座神社のご霊水
篠座神社の拝殿北川にある弁天池の臼から湧く清水は、「大

国主命が目の病気に効く霊水を与えた」という伝説があり、江

戸時代の干ばつ時には、乾側地区の人たちが雨乞い踊りを踊

りながら神社まで参拝に来たと言われている。

２．本願清水（イトヨの里）義景清水
本願清水は、約430年前織田信長の武将である金森長近が

大野郡を統治し、京都に模した城下町を建設した際、水量が豊

富であった本願清水の湧水を市街地まで導き。生活用水とそ

て利用したと言われている。希少水生生物イトヨ(陸封型)の

生息地として国の天然記念物に指定され、当館は学習の場と

して地元をはじめ、全国から視察に訪れている。

昭和50年に採取されたご霊水。
底には白い沈殿物（ホウ酸）

３．義景清水
戦国武将、朝倉義景の墓所一体にある湧水地。様々な要因に

より絶滅していたが、近年義景保存会の人たちによって天然

記念物である淡水型の「イトヨ」の生息地として復活をとげ

た。現在は地域の小学校と連携して、「イトヨ」を守っている。

地下水の一定温度を利用してすいかが冷えていた。

４．御清水（名水百選）
越前大野城東麓の湧水帯にある清水の一つで、藩主の飯米

をとぐために用いられたことから「殿様清水」とも呼ばれてい

る。上流から順番に飲料水、果物などを冷やすところ、野菜な

どの洗い場などと定めて使われていた。現在もこの習慣は引

き継がれている。

５．背割り排水路と斉藤家泉水
各家々の背中合わせの境には水路を設け、そこに生活排水

を流している。一年中水が湧いている大野初代市長斉藤家。

昭和40年代までは、天然記念物イトヨも生息していた。
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福井工業大学

笠井　利浩（かさい　としひろ）

■ 雨と雪のふるさとツアー

協力： 福井工業大学

2014年8月24日(日) 9:00 ～ 16:00　参加人数：14名

【順路】JR福井駅東口(集合) → 福井工業大学あわらキャン

パス → お食事処　はまさか(昼食) → 中谷宇吉郎雪の科学館 

→ JR福井駅東口(解散)

このツアーでは、分科会「知る」で取り上げられた最新の気

象観測装置の見学と世界で初めて人工雪の製作に成功した物

理学者「中谷宇吉郎」の資料館を見学しました。途中、昼食では

越前ガニの水揚げで有名な三国港で、新鮮な魚介類を使った

食事を楽しみました。

最後は、加賀市にある中谷宇吉郎雪の科学館を訪れました。

館内には、中谷宇吉郎の生涯や雪の結晶の生成や様々な形状

に関する展示物が沢山展示されていました。また、人工ダイヤ

モンドダスト、過冷却の実験など実験的な内容も盛りだくさ

んで、実験を交えて、上空で繰り広げられている雪の生成過程

について学びました。

この1dayツアーでは、本大会の分科会「知る」の内容を中

心に見学を行い、最新の気象観測技術に触れると共に太古か

ら遙か上空で繰り広げられている雪の科学について学ぶ事が

でき、参加者は大変満足された様子でした。

あわらキャンパス到着後、電気電子情報工学科の中城先生

から、キャンパス内の観測機器(10mパラボラアンテナ、ウイ

ンドプロファイラ)や超小型人工衛星の説明がありました。

10mパラボラアンテナの見学、内部見学

福井工業大学あわらキャンパス到着ウインドプロファイラの見学

三国港のお食事処で食べた海鮮丼



参 加 者 デ ー タ
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今大会では、事前申込:83名　当日:156名　ゲスト:40名　実行委員:17名　学生:13名　計:309名の方が参加されました。福井
県内からの参加が一番多く、東京都や大阪府など、県外の方も多く来られました。分科会は、①使う　②守る　③知る　の3つを行
い、各会場では20人以上の方が聴講されました。特に、今大会のテーマが「ハッピーレイン ハッピースノー～ためて つかって まも
る　ちえ～」であることから、水や雪の利用についてご講演いただいた「使う」に約50人の方が参加されました。キッズイベントで
は「大きなすごろくで水の循環を学ぼう!」、「雨のパワーで明るく照らそう!」、「手作り浄水器で雨水を飲んでみよう!」を行い、企画ご
とに5~11人の子どもたちが水について学びました。

福井工業大学

前川　翔太（まえがわ　しょうた）

■ 参加者データ

309名
83名
156名
40名
17名
13名

参加者合計:
事前申込 :

当日 :
ゲスト :

実行委員 :
学生 :

23名
14名

結の故郷　大野の湧水と街並みを巡るツアー:
雨と雪のふるさとツアー :

全国大会参加者

1 day ツアー参加者
地域別参加者数(事前申込者)

分科会参加者数(事前申込者)キッズイベント参加者数(事前申込者)



実 行 委 員 会 の 様 子
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第1回準備会　【平成25年10月29日】
● 大西氏より雨水ネットワーク会議全国大会の概要について
説明が行われた。

● 雨だけに絞らず水に関する福井ならではの歴史や問題を盛
り込む事が決定した。

第2回準備会　【平成25年11月27日】
● 大会の開催日や内容を見直した。
第3回準備会　【平成25年12月20日】
● 大会イベントに雪とのふれあいが追加され、大会当日まで
の雪の貯蔵の方向性が決定した。

第1回実行委員会　【平成26年2月2日】
● 実行員会のメンバーが決定した。
● 大会の開催日が平成26年8月23日・24日に、開催場所が福
井工業大学に決定した。

● 対象者を家族に絞り、一般の方でも気軽に参加できる大会
にする方向性に決定した。

● キッズイベント「雨のパワーで明るく照らそう！～雨水力
発電機をつくる～」が決定した。

● 緑のカーテンを使用したイベント「プロジェクションマッ
ピング」が決定した。

本格的に雪貯蔵が始まる！　【平成26年2月27日】
第2回実行委員会　【平成26年3月10日】
● テーマが「ハッピーレイン　ハッピースノー ～ためて つ
かって まもる ちえ～」に決定した。

● ポスターのデザイン制作を開始した。

第3回実行委員会　【平成26年4月9日】
● 情報共有についての内容や項目を確定した。
● 分科会の内容は「気象、雨、雪」の3つを中心に取り上げるこ
とが決定した。

第4回実行委員会　【平成26年4月25日】
● キッズイベント「大きなすごろくで水循環を学ぼう！」、「手
作り浄水器で雨水を飲んでみよう！」が決定した。

● 「雨水活用で育てる緑のカーテン」を東安居小学校の子供た
ちに行って頂くことが決定した。

● 基調講演は杉本氏、情報共有については、森氏、帰山氏、野田
氏に行って頂くことが決定した。

● 分科会テーマが「使う、守る、知る」の3つに決定した。
● 分科会1「雪利用の手法と課題」、「おいしい水の使い道」は
伊藤氏、奥村氏に行って頂くことが決定した。

● 分科会2「流域を守るドラゴンリバー交流会の活動」、「九頭
竜川の用水～歴史と役割～」は白崎氏、平井氏に行って頂く

ことが決定した。
● 分科会3「気候変動と福井」、「ピンポイント降雨予測に向け
て」は原氏、中城氏に行って頂くことが決定した。

● パネルディスカッションでは「福井豪雨の教訓」を福原氏に
行って頂くことが決定した。

第5回実行委員会　【平成26年5月14日】
● パネルディスカッションのパネラーに、江成氏、橋本氏、誉
田氏、浅利氏に参加して頂くことが決定した。

● 資料集の内容の確認。
第6回実行委員会　【平成26年6月18日】
● 後援、協賛依頼の再確認した。
第7回実行委員会　【平成26年7月17日】
● 大会前日の準備の役割分担、大会当日のスケジュール等を
調整した。

第8回実行委員会　【平成26年8月12日】
● 報告書の作成について話し合った。
● キッズイベント「降雨体験」が決定した。
第9回実行委員会　【平成26年8月28日】
● 報告書の書式や項目等の確認した。
● 大会当日の参加人数等の報告をした。
● 大会宣言の方向性を決定した。

実行委員会メンバー

第1回実行委員会の様子

第8回実行委員会の様子

福井工業大学

小林　拓矢(こばやし　たくや)

■ 実行委員会の様子



広 告
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水はけが良く、
除草剤が要らない。
環境に配慮した防草シート

ECO住環境資材
もっとECOで心地よい“くらし”のために。

［高密度織物］防草シート

特許登録済：第4090815

だけの高密度三層織物構造
タテ方向 = 約4000本/cm
ヨコ方向 = 約2000本/cm

高密度の繊維で構成

カーボン入り特殊原糸を
使用した遮光層

カラー対応層

施工前 施工後
日光を遮断し

雑草の光合成を抑制
高い透水性で
雨水が溜らず浸透

日光を浴びて
雑草がグングン成長

雑草
除草剤などが不要 ⇒ 健康な土壌を維持

雑草

日光を遮断し雑草を成長させない

【商品についてのお問合せ】東京本社

【在庫・出荷ついてのお問合せ】二日市事業所（福井）　

ハウジング資材販売部

夢 で 世 界 を 変 え て い く お問合せ・資料請求はこちらまで
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実行委員

奥村　充司（実行委員長）   福井工業高等専門学校

林　　正憲（実行副委員長）   特定非営利活動法人 エコプランふくい

梅林　厚子（実行副委員長）   大野の水環境ネットワーク

笠井　利浩（事務局長）   福井工業大学

日髙　規晃（会計）    株式会社 日盛興産

江島　昌希（監事）    福井市

由田　昭治（監事）    特定非営利活動法人 エコプランふくい

江藤　浩一（広報）    福井工業大学

前川　翔太（広報）    福井工業大学

近藤　　晶（アートディレクション担当） 福井工業大学

長谷川雅尚（キッズ企画担当）   株式会社 ホクコン

小林　拓矢（キッズ企画担当）   福井工業大学

有賀　祥夫    技術士事務所

武村　晋作    公益社団法人 大野青年会議所

山岸　鑑頌    株式会社 サンワコン

出口美早紀

大西　和也    雨水ネットワーク会議世話人会

編集後記
大会招致から約１年間、皆様のご協力の下に第7回雨水ネットワーク会議全国大会2014 

in 福井は開催され、福井大会ならではの充実した内容の大会として幕を閉じることができ
ました。大会資料集、大会報告書共に、参加者の方々が本大会内容を知って頂く手助けになれ

ばという思いで作成させて頂きました。編集にあたり、原稿作成にご協力頂いた登壇者、関係

各位に感謝致しております。また、 会場提供から当日の運営にご協力いただいた福井工業大
学と、社会連携推進課および広報課の職員の方々にお礼申し上げます。最後に両冊子全体の

デザインから編集作業をご担当頂いた近藤晶氏に感謝致します。

2014年10月15日　発行

雨水ネットワーク会議全国大会2014in福井実行委員会
〒910-8505 福井県福井市学園3-6-1

福井工業大学社会連携推進課内

E-mail:taikai@rain-net.jp

雨水ネットワーク会議全国大会2014 in 福井
事務局長　笠井　利浩
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